
(57)【要約】

エレクトロルミネセント（ＥＬ）ディスプレイ装置は、

電流により駆動されるピクセルを有し、各フレーム周期

において少なくとも２つの相で動作可能である。１つの

相において、第１の複数（３１）のアナログ駆動電流の

うちの１つは、ＥＬディスプレイ素子を通じさせられる

ことができる。他のより長い相において、第２の複数（

３３）のアナログ駆動電流のうちの１つは、ＥＬディス

プレイ素子を独立して通じさせられることができる。こ

の装置は、時間対比法をアナログ駆動方式と組み合わせ

る。より短い相は、より高い解像度の（より小さい）イ

ンクリメントを提供してもよく、１つのより長い相は、

より低い解像度の（より大きい）インクリメントを提供

してもよい。低輝度出力は、短い持続期間にわたるより

高い駆動電流によって達成されることができ、これはピ

クセル出力の不均一性を低減する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル の ア レ イ を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト （ Ｅ Ｌ ） デ ィ ス プ レ イ
装 置 に お い て 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル の そ れ ぞ れ は 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 と 、 デ ー
タ 電 圧 に 依 存 し て 前 記 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 電 流 を 通 じ さ せ る た め の 電 流 源 回 路 と を 有
し 、 当 該 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 各 フ レ ー ム 周 期 に お い て 少 な く と も 第 １ の 及 び 第 ２ の 相 で
動 作 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 １ の 相 は 、 第 １ の 持 続 期 間 を 有 し 、 前 記 第 １ の 相 の 間 に 、 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ
駆 動 電 流 の う ち の １ つ で あ る 第 １ の 電 流 が Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 通 じ さ せ ら れ る こ と が
で き 、
　 前 記 第 ２ の 相 は 、 前 記 第 １ の 持 続 期 間 と は 異 な っ た 第 ２ の 持 続 期 間 を 有 し 、 前 記 第 ２ の
相 の 間 に 、 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の う ち の １ つ で あ る 第 ２ の 電 流 が Ｅ Ｌ デ ィ ス プ
レ イ 素 子 を 通 じ さ せ ら れ る こ と が で き 、 前 記 の そ れ ぞ れ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の 前 記
第 １ の 電 流 及 び 第 ２ の 電 流 は 独 立 し て 選 択 可 能 で あ る 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 は 、 ゼ ロ を 含 む ｎ
個 の 駆 動 電 流 レ ベ ル を 有 し 、 一 方 の 相 の 前 記 持 続 期 間 は 、 他 方 の 相 の 前 記 持 続 時 間 の 約 ｎ
倍 で あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ｎ は ８ で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電
流 は 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 と 同 一 で あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電
流 は 、 最 も 低 い 方 の ｎ 個 の 非 ゼ ロ 輝 度 レ ベ ル を 提 供 す る た め の 第 １ の 数 ｎ 個 の 駆 動 電 流 レ
ベ ル を 有 し 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 は 、 最 も 高 い 方 の ｍ 個 の 輝 度 レ ベ ル を 提
供 す る た め の 第 ２ の 数 ｍ 個 の 非 ゼ ロ 駆 動 電 流 レ ベ ル を 有 し 、 こ こ で 、 ｎ ＋ ｍ は 、 輝 度 レ ベ
ル の 合 計 数 で あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ピ ク セ ル の そ れ ぞ れ は 、 ド ラ
イ ブ ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 を 蓄 積 す る た め の 蓄 積 キ ャ
パ シ タ と 、 ア ド レ ス 段 階 の 間 前 記 ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト に デ ー タ 電 圧 を ス イ
ッ チ す る た め の ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ と を 有 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 有 す る 携 帯 型 電 子 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル の ア レ イ を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト （ Ｅ Ｌ ） デ ィ ス プ レ イ
装 置 を 駆 動 す る 方 法 に お い て 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル の そ れ ぞ れ は 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ 素 子 と 、 デ ー タ 電 圧 に 依 存 し て 前 記 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 電 流 を 通 じ さ せ る た め の 電
流 源 回 路 と を 有 し 、 当 該 方 法 は 、
　 第 １ の 持 続 期 間 を 有 す る 第 １ の 相 で 、 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の う ち の １ つ で あ
る 第 １ の 電 流 を Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 通 じ さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 持 続 期 間 と は 異 な っ た 第 ２ の 持 続 期 間 を 有 し す る 第 ２ の 相 で 、 第 ２ の 複 数 の
ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の う ち の １ つ で あ る 第 ２ の 電 流 を Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 通 じ さ せ る ス
テ ッ プ と を 有 し 、 前 記 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の 前 記 第 １ の 及 び 第 ２ の 電 流 は 、 所 望 の 組
み 合 わ せ ら れ た Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 出 力 を 供 給 す る よ う に 選 択 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 レ ベ ル は 、 ｎ 個 の 駆 動 レ ベ ル
を 有 し 、 一 方 の 相 の 前 記 持 続 期 間 は 、 他 方 の 相 の 前 記 持 続 時 間 の 約 ｎ 倍 で あ る 、 方 法 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 ｎ は ８ で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ８ 乃 至 １ ０ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動
電 流 は 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 と 同 一 で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ８ 乃 至 １ ０ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動
電 流 は 、 最 も 低 い 方 の ｎ 個 の 非 ゼ ロ 輝 度 レ ベ ル を 提 供 す る た め の 第 １ の 数 ｎ 個 の 非 ゼ ロ 駆
動 電 流 レ ベ ル を 有 し 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 は 、 最 も 高 い 方 の ｍ 個 の 輝 度 レ
ベ ル を 提 供 す る た め の 第 ２ の 数 ｍ 個 の 非 ゼ ロ 駆 動 電 流 レ ベ ル を 有 し 、 こ こ で 、 ｎ ＋ ｍ は 、
非 ゼ ロ 輝 度 レ ベ ル の 合 計 数 で あ る 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば ポ リ マ ー Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 有 機 Ｌ Ｅ Ｄ 装 置 を 用 い る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト
デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト 発 光 デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 使 用 す る マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ 装 置
は よ く 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 、 例 え ば ポ リ マ ー 材 料 を 用 い る 有 機 薄
膜 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト 素 子 を 有 し て も よ く 、 さ も な け れ ば 、 従 来 の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ 半 導 体
化 合 物 を 用 い る 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 有 し て も よ い 。 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト
材 料 、 特 に ポ リ マ ー 材 料 の 最 近 の 発 達 は 、 そ れ ら が ビ デ オ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の た め に 実 用
的 に 用 い ら れ る こ と が で き る こ と を 示 し た 。 こ れ ら の 材 料 は 、 一 般 的 に 、 一 対 の 電 極 間 に
挟 ま れ た 半 伝 導 性 共 役 ポ リ マ ー の １ つ 又 は 複 数 の 層 を 有 し 、 前 記 電 極 の 一 方 は 透 明 で あ っ
て 、 他 方 は ポ リ マ ー 層 に ホ ー ル 又 は 電 子 を 注 入 す る の に 適 切 な 材 料 か ら な る 。 ポ リ マ ー 材
料 は 、 Ｃ Ｖ Ｄ プ ロ セ ス を 用 い て 製 造 さ れ る こ と が で き 、 又 は 、 単 に 、 可 溶 性 共 役 ポ リ マ ー
の 溶 液 を 用 い て ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 技 術 に よ っ て 製 造 さ れ る こ と が で き る 。 イ ン ク ジ ェ ッ
ト プ リ ン テ ィ ン グ が 用 い ら れ て も よ い 。 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト 材 料 は 、 ダ イ オ ー ド
に 似 た Ｉ － Ｖ 特 性 を 呈 す る の で 、 表 示 機 能 及 び ス イ ッ チ ン グ 機 能 の 両 方 を 提 供 す る こ と が
可 能 で あ り 、 従 っ て 、 パ ッ シ ブ タ イ プ デ ィ ス プ レ イ に お い て 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 代
わ り に 、 こ れ ら の 材 料 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ 装 置 用 に 用 い ら れ る こ と が
で き 、 こ こ で 、 各 ピ ク セ ル は 、 デ ィ ス プ レ イ 素 子 と 、 該 デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 通 じ る 電 流 を
制 御 す る た め の ス イ ッ チ ン グ 装 置 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 類 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 電 流 に よ り ア ド レ ス さ れ る デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 持 つ 。
こ の 結 果 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の よ り 成 熟 し た 技 術 で 用 い ら れ る 駆 動 方 式 は 、 一 般 的 に 、 エ
レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ に と っ て は 適 当 で な い 。 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト デ ィ
ス プ レ イ の た め の 従 来 型 の ア ナ ロ グ 駆 動 方 式 は 、 制 御 可 能 な 電 流 を デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 供
給 す る こ と を 伴 う 。 電 流 源 ト ラ ン ジ ス タ を 、 当 該 電 流 源 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る ゲ ー ト
電 圧 が デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 通 じ る 電 流 を 決 定 す る よ う な ピ ク セ ル 構 成 の 一 部 と し て 設 け る
こ と が 知 ら れ て い る 。 蓄 積 キ ャ パ シ タ が 、 ア ド レ ス フ ェ ー ズ の 後 に ゲ ー ト 電 圧 を 保 持 す る
。 し か し 、 基 板 に わ た っ て 異 な る ト ラ ン ジ ス タ 特 性 は 、 ゲ ー ト 電 圧 と ソ ー ス － ド レ イ ン 電
流 と の 間 の 異 な っ た 関 係 を 生 じ さ せ 、 表 示 さ れ る 画 像 に ア ー チ フ ァ ク ト が 生 じ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 、 低 い 輝 度 レ ベ ル に お い て 、 こ れ ら の デ ィ ス プ レ イ に は 不 均 一 性 と い う 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 デ ジ タ ル 駆 動 方 式 も 提 案 さ れ て い る 。 こ の よ う な 方 式 に お い て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 装 置 は 、 事 実 上
２ つ の 可 能 な 電 圧 レ ベ ル に 駆 動 さ れ る 。 こ れ は 不 均 一 性 の 問 題 を 克 服 す る 。 な ぜ な ら 、 ピ
ク セ ル が も は や 低 い 輝 度 レ ベ ル に 駆 動 さ れ な い か ら で あ る 。 こ れ は ま た 、 ピ ク セ ル 回 路 に
お け る 電 力 消 費 を 低 下 さ せ る 。 な ぜ な ら 、 ト ラ ン ジ ス タ が 電 流 源 と し て 線 形 領 域 で 動 作 す
る こ と が も は や 必 要 と さ れ な い か ら で あ る 。 そ の 代 わ り に 、 全 て の ト ラ ン ジ ス タ が 完 全 に
オ ン 又 は 完 全 に オ フ で あ る こ と が で き 、 こ の こ と は 電 力 消 費 を 低 下 さ せ る 。 同 じ 原 因 に よ
り 、 こ の よ う な 駆 動 方 式 は 、 ト ラ ン ジ ス タ 特 性 の 変 化 に 対 し て 敏 感 さ が よ り 低 い 。 こ の ア
プ ロ ー チ は 、 ２ つ の 可 能 な ピ ク セ ル 出 力 し か 与 え な い 。 し か し 、 グ レ ー ス ケ ー ル ピ ク セ ル
出 力 は 、 多 く の 方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 １ つ の ア プ ロ ー チ で は 、 ピ ク セ ル は グ ル ー プ 化 さ れ て よ り 大 き い ピ ク セ ル を 形 成 す る こ
と が で き る 。 グ ル ー プ 内 の ピ ク セ ル は そ れ ぞ れ に 独 立 し て ア ド レ ス さ れ る こ と が で き る の
で 、 活 性 化 さ れ る （ activated） グ ル ー プ 内 の ピ ク セ ル の 数 の 関 数 で あ る グ レ ー ス ケ ー ル
が 作 成 さ れ る 。 こ れ は 、 面 積 比 法 （ area ratio method） と し て 知 ら れ て い る 。 こ の 方 法
の 欠 点 は 、 デ ィ ス プ レ イ の 低 下 し た 解 像 度 及 び 増 加 し た ピ ク セ ル 複 雑 性 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 代 わ り の ア プ ロ ー チ で は 、 ピ ク セ ル が フ レ ー ム レ ー ト よ り も 速 く オ ン ／ オ フ さ れ る こ と
が で き る の で 、 グ レ ー ス ケ ー ル は 、 ピ ク セ ル が オ ン に さ れ る デ ュ ー テ ィ サ イ ク ル の 関 数 と
し て 実 現 さ れ る 。 こ れ は 、 時 間 比 法 （ time ratio method） と し て 知 ら れ て い る 。 例 え ば
、 フ レ ー ム 周 期 は 、 １ ： ２ ： ４ の 比 で サ ブ フ レ ー ム 周 期 に 分 割 さ れ て も よ い （ ８ つ の 均 一
間 隔 の グ レ ー ス ケ ー ル 値 を 与 え る ） 。 こ れ は 、 必 要 と さ れ る 駆 動 能 力 を 上 昇 さ せ （ さ も な
け れ ば フ レ ー ム レ ー ト の 低 下 を 必 要 と し ） 、 従 っ て 、 デ ィ ス プ レ イ の コ ス ト を 増 加 さ せ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 側 面 に よ れ ば 、 デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル の ア レ イ を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ セ ン ト （ Ｅ Ｌ ） デ ィ ス プ レ イ 装 置 に お い て 、 前 記 ピ ク セ ル の そ れ ぞ れ は 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ
レ イ 素 子 と 、 デ ー タ 電 圧 に 依 存 し て 前 記 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 電 流 を 通 じ さ せ る た め の
電 流 源 回 路 と を 有 し 、 当 該 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 各 フ レ ー ム 周 期 に お い て 少 な く と も 第 １
の 及 び 第 ２ の 相 で 動 作 可 能 で あ り 、 前 記 第 １ の 相 は 、 第 １ の 持 続 期 間 を 有 し 、 前 記 第 １ の
相 の 間 に 、 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の う ち の １ つ で あ る 第 １ の 電 流 が Ｅ Ｌ デ ィ ス プ
レ イ 素 子 を 通 じ さ せ ら れ る こ と が で き 、 前 記 第 ２ の 相 は 、 前 記 第 １ の 持 続 期 間 と は 異 な っ
た 第 ２ の 持 続 期 間 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 相 の 間 に 、 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の う ち の
１ つ で あ る 第 ２ の 電 流 が Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 通 じ さ せ ら れ る こ と が で き 、 前 記 複 数 の
ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の 前 記 第 １ の 及 び 第 ２ の 電 流 は 独 立 し て 選 択 可 能 で あ る 、 デ ィ ス プ レ イ
装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 装 置 は 、 時 間 比 法 を ア ナ ロ グ 駆 動 方 式 と 組 み 合 わ せ る 。 （ ２ 個 又 は ３ 個 以 上 の ） 異
な っ た 相 の 間 に 、 ピ ク セ ル は 多 く の ア ナ ロ グ レ ベ ル の う ち の １ つ に 駆 動 さ れ る こ と が で き
る 。 よ っ て 、 １ つ の よ り 短 い 相 は 、 よ り 高 い 解 像 度 の （ よ り 小 さ い ） イ ン ク リ メ ン ト を 与
え て よ く 、 １ つ の よ り 長 い 相 は 、 よ り 低 い 解 像 度 の （ よ り 大 き い ） イ ン ク リ メ ン ト を 与 え
て よ い 。 こ の と き 、 組 み 合 わ せ ら れ た 出 力 は 、 ア ナ ロ グ 駆 動 レ ベ ル の 数 よ り も ず っ と 多 く
の レ ベ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 よ り 低 い 輝 度 出 力 が 、 短 い 持 続 期 間 に わ た る
よ り 高 い 駆 動 電 流 に よ っ て 達 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 レ ベ ル は 、 ｎ 個 の ド ラ イ ブ レ ベ ル を 有 す る こ と が で き 、 １ つ の
相 の 持 続 期 間 は 、 他 の 相 の 持 続 期 間 の 約 ｎ 倍 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ つ の 実 施 例 に お い て 、 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 は 、 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動
電 流 と 同 一 で あ る 。 こ の と き 各 相 に お い て 、 ｎ 個 の レ ベ ル （ ゼ ロ を 含 む ） を 組 み 合 わ せ て
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ｎ ２ 個 の ア ナ ロ グ レ ベ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ６ ビ ッ ト （ ６ ４ レ ベ ル ） の 解
像 度 を 提 供 す る た め に ８ 個 の ア ナ ロ グ レ ベ ル （ ゼ ロ を 含 む ） が 用 い ら れ る こ と が で き る 。
こ の と き 、 最 も 低 い 電 流 駆 動 レ ベ ル は 、 最 も 高 い 電 流 駆 動 レ ベ ル の １ ／ ７ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 は 、 最 も 低 い 方 の ｎ 個 の 輝 度 レ ベ
ル （ ゼ ロ を 含 む ） を 提 供 す る た め の 第 １ の 数 ｎ の 駆 動 電 流 レ ベ ル を 有 し 、 第 ２ の 複 数 の ア
ナ ロ グ 駆 動 電 流 は 、 最 も 高 い 方 の ｍ 個 の 輝 度 レ ベ ル を 提 供 す る た め の 第 ２ の 数 ｍ の 非 ゼ ロ
駆 動 電 流 レ ベ ル を 有 し 、 こ こ で 、 ｎ ＋ ｍ は 、 輝 度 レ ベ ル の 合 計 数 で あ る 。 こ の 場 合 、 よ り
短 い 相 は 、 第 １ の 、 最 も 低 い 方 の 輝 度 レ ベ ル の た め に の み 用 い ら れ る 。 よ り 高 い 輝 度 レ ベ
ル の た め に は 、 第 ２ の 相 の み が 用 い ら れ る 。 こ の と き 、 ピ ク セ ル が 第 ２ の 相 に お い て 駆 動
さ れ る こ と が で き る レ ベ ル の 数 ｍ は 、 ピ ク セ ル が 第 １ の 相 に お い て 駆 動 さ れ る こ と が で き
る レ ベ ル の 数 ｎ よ り も 大 き い 。 例 え ば 、 ｎ は ８ で あ り 最 も 低 い 方 の ８ 個 の レ ベ ル （ ０ ～ ７
） を 提 供 す る こ と が で き 、 第 ８ 番 目 ～ 第 ６ ３ 番 目 の レ ベ ル は 、 第 ２ の 相 で ピ ク セ ル を ５ ６
個 の 異 な っ た レ ベ ル の う ち の １ つ に 駆 動 す る こ と に よ っ て 提 供 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 各 ピ ク セ ル は 、 ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ と 、 ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 を 蓄 積 す
る た め の 蓄 積 キ ャ パ シ タ と 、 ア ド レ ス 段 階 の 間 、 デ ー タ 電 圧 を ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ
ー ト に ス イ ッ チ す る た め の ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ と を 有 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 従 来
型 の 電 圧 ア ド レ ス 電 流 源 ピ ク セ ル が 、 本 発 明 を 実 現 す る た め に 用 い ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 移 動 電 話 等 の 携 帯 型 装 置 に お い て 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル の ア レ イ を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト （ Ｅ
Ｌ ） デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 駆 動 す る 方 法 に お い て 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル の そ れ ぞ れ は
、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 と 、 デ ー タ 電 圧 に 依 存 し て 前 記 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 電 流 を 通
じ さ せ る た め の 電 流 源 回 路 と を 有 し 、 当 該 方 法 は 、 第 １ の 持 続 期 間 を 有 す る 第 １ の 相 で 、
第 １ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の う ち の １ つ で あ る 第 １ の 電 流 を Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に
通 じ さ せ る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 １ の 持 続 期 間 と は 異 な っ た 第 ２ の 持 続 期 間 を 有 し す る 第 ２
の 相 で 、 第 ２ の 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の う ち の １ つ で あ る 第 ２ の 電 流 を Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ 素 子 に 通 じ さ せ る ス テ ッ プ と を 有 し 、 前 記 複 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 の 前 記 第 １ の 及 び 第
２ の 電 流 は 、 所 望 の 組 み 合 わ せ ら れ た Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 出 力 を 供 給 す る よ う に 選 択 さ
れ る 、 方 法 を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 実 施 例 が 、 こ こ で 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 例 示 に よ り
説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス ア ド レ ス エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト デ ィ ス プ レ
イ 装 置 は 、 ブ ロ ッ ク １ で 示 さ れ 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ 素 子 ２ と 、 行 （ 選
択 ） 及 び 列 （ デ ー タ ） ア ド レ ス 導 体 ４ 及 び ６ の 交 差 組 間 の 交 点 に 位 置 す る 関 連 す る ス イ ッ
チ ン グ 手 段 と を 有 す る 、 規 則 的 な 間 隔 の ピ ク セ ル の 行 列 マ ト リ ク ス ア レ イ を 持 つ パ ネ ル を
有 す る 。 簡 単 の た め 、 図 に は ほ ん の 小 数 の ピ ク セ ル し か 示 さ な い 。 実 際 に は 数 百 の ピ ク セ
ル の 行 列 が あ っ て も よ い 。 ピ ク セ ル １ は 、 導 体 の そ れ ぞ れ の 組 の 端 に 接 続 さ れ た 、 行 の ス
キ ャ ン 用 ド ラ イ バ 回 路 ８ と 、 列 の デ ー タ 用 ド ラ イ バ 回 路 ９ と を 有 す る 周 囲 の 駆 動 回 路 に よ
っ て 、 行 列 ア ド レ ス 導 体 の 組 を 介 し て ア ド レ ス さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ 素 子 ２ は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 有 し 、 こ れ は こ
こ で は ダ イ オ ー ド 素 子 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） と し て 表 さ れ 、 電 極 対 を 有 し 、 こ の 電 極 対 の 間 に は 有 機
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト 材 料 の １ つ 又 は 複 数 の ア ク テ ィ ブ 層 が 挟 ま れ る 。 ア レ イ の デ ィ ス
プ レ イ 素 子 は 、 絶 縁 支 持 体 の 一 方 の 側 に 、 関 連 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 回 路 と 共 に 保 持
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さ れ る 。 デ ィ ス プ レ イ 素 子 の カ ソ ー ド 又 は ア ノ ー ド は 、 透 明 伝 導 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト 層 に よ っ て 生 成 さ れ る 光 が 支 持 体 の 反 対 側 の ビ ュ ー ア に 見 え る よ
う に こ れ ら の 電 極 及 び 支 持 体 を 透 過 す る よ う に 、 支 持 体 は ガ ラ ス 等 の 透 明 材 料 か ら な り 、
基 板 に 最 も 近 い デ ィ ス プ レ イ 素 子 ２ の 電 極 は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 明 導 電 材 料 か ら 構 成 さ れ て も
よ い 。 一 般 的 に 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト 材 料 層 の 厚 さ は 、 １ ０ ０ ｎ ｍ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ
で あ る 。 素 子 ２ 用 に 用 い ら れ る こ と が で き る 適 切 な 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト 材 料 の 典
型 例 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 公 開 公 報 第 ０ ７ １ ７ ４ ４ ６ 号 か ら 知 ら れ 説 明 さ れ て い る 。 国 際 特
許 公 開 公 報 第 ９ ６ ／ ３ ６ ９ ５ ９ 号 に お い て 説 明 さ れ た よ う な 共 役 ポ リ マ ー 材 料 も 用 い ら れ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 既 知 の ピ ク セ ル 及 び 駆 動 回 路 装 置 を 簡 略 図 で 示 す 。 各 ピ ク セ ル １ は 、 Ｅ Ｌ デ ィ
ス プ レ イ 素 子 ２ 及 び 関 連 し た ド ラ イ バ 回 路 を 有 す る 。 ド ラ イ バ 回 路 は 、 行 導 体 ４ へ の 行 ア
ド レ ス パ ル ス に よ っ て オ ン に さ れ る ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ １ ６ を 有 す る 。 ア ド レ ス ト ラ ン
ジ ス タ １ ６ が オ ン に さ れ る と 、 列 導 体 ６ 上 の 電 圧 は ピ ク セ ル の 残 り に 移 る こ と が で き る 。
特 に 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ １ ６ は 、 ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 及 び 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ４
を 有 す る 電 流 源 ２ ０ に 列 導 体 電 圧 を 供 給 す る 。 列 電 圧 は 、 ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ
ー ト に 供 給 さ れ 、 ゲ ー ト は 行 ア ド レ ス パ ル ス が 終 了 し た 後 で さ え 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ４ に よ
っ て こ の 電 圧 で 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ド ラ イ ブ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ は Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 装 置 で あ り 、 回 路 は 低 温 ポ リ シ リ コ ン （ Ｌ Ｔ Ｐ Ｓ
） を 用 い て 形 成 さ れ る 。 Ｌ Ｔ Ｐ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 は 不 均 一 で あ り 、 こ の
不 均 一 性 の 影 響 は 、 ピ ク セ ル 回 路 の 電 流 源 動 作 を 不 均 一 に す る こ と で あ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ の 明 る
さ は 電 流 に 依 存 す る の で 、 デ ィ ス プ レ イ は 輝 度 が 不 均 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 駆 動 電 流 を サ ン プ リ ン グ す る た め の 電 流 ミ ラ ー 回 路 を ピ ク セ ル 回 路 が 含 む よ う な 、 電 流
に よ っ て ア ド レ ス さ れ る ピ ク セ ル を 用 い る と い う 提 案 が あ る 。 し か し 、 こ れ は ピ ク セ ル の
複 雑 性 を 増 加 さ せ 、 ま た 、 電 圧 に よ っ て ア ド レ ス さ れ る ピ ク セ ル を 保 持 し な が ら 均 一 性 の
問 題 を 解 決 す る こ と が 好 ま し い か も し れ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら の 電 圧 ア ド レ ス ピ ク セ ル は 、 低 い ピ ク セ ル 電 流 で は 不 均 一 で あ る 傾 向 が あ る が 、
よ り 高 い 電 流 で は 許 容 可 能 で あ る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 ピ ク セ ル が 高 電 流 で の み 駆 動 さ れ る が 、 多 数 の ア ナ ロ グ 駆 動 レ ベ ル を 維 持 す
る （ 例 え ば ６ ビ ッ ト 毎 ピ ク セ ル の 規 格 を 満 た す ） 駆 動 方 式 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 駆 動 方 式 に お い て 可 能 な 駆 動 レ ベ ル を 示 す 。 フ レ ー ム 周 期 が 、
２ つ の 相 ３ ０ 、 ３ ２ に 分 割 さ れ る 。 こ れ は 、 全 て の ピ ク セ ル が 各 フ レ ー ム 内 で ２ 回 ア ド レ
ス さ れ る こ と を 必 要 と す る 。 例 え ば 、 全 て の ピ ク セ ル は 、 第 １ の 相 ３ ０ の 初 め に 行 ご と に
１ 回 ア ド レ ス さ れ る こ と が で き 、 こ の と き 、 全 て の ピ ク セ ル が 同 一 の 行 ご と の 順 番 で 再 度
ア ド レ ス さ れ る 第 ２ の 相 ３ ２ の 最 初 に 間 に 合 う よ う に 、 全 部 の ピ ク セ ル ア レ イ が ア ド レ ス
さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ は 、 よ り 短 い 利 用 可 能 な 行 ア ド レ ス 期 間 を 課 す る 可 能 性 が あ る が 、 こ れ は 、 小 さ い
（ よ り 少 な い 行 を 有 す る ） デ ィ ス プ レ イ （ 例 え ば 携 帯 型 商 品 用 ） 、 又 は 、 フ レ ー ム レ ー ト
が よ り 低 く て よ い 場 合 （ こ れ も ま た 例 え ば 携 帯 型 機 器 用 ） に は 問 題 と は な ら な い で あ ろ う
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 相 ３ ０ は 比 較 的 短 い 持 続 期 間 を 持 ち 、 こ の 相 で は 、 ８ 個 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 レ ベ
ル ３ １ の う ち の １ つ が Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 通 じ さ せ ら れ る こ と が で き る 。 短 い 持 続 期
間 の た め 、 こ れ ら の ８ 個 の レ ベ ル は 、 ８ 個 の 最 低 輝 度 レ ベ ル （ 即 ち レ ベ ル ０ ～ ７ ） を 与 え
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る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ の 相 ３ ２ は 、 比 較 的 長 い 、 特 に 、 第 １ の 相 の 存 続 期 間 よ り も ８ 倍 長 い 、 持 続 期 間 を
有 す る 。 図 ３ の 例 に お い て 、 同 じ ８ 個 の ア ナ ロ グ 駆 動 電 流 レ ベ ル ３ ３ が Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
素 子 を 通 じ さ せ ら れ る こ と が で き 、 こ れ に よ り 第 ２ の 位 相 ３ ２ が 輝 度 レ ベ ル ０ 、 ８ 、 １ ６
、 ２ ４ 、 ３ ２ 、 ４ ０ 、 ４ ８ 及 び ５ ６ を 提 供 す る 。 第 １ の 及 び 第 ２ の 相 の レ ベ ル は 独 立 し て
選 択 可 能 で あ る の で 、 ２ つ の 相 か ら の 明 る さ 出 力 の 加 算 は ６ ４ 個 の レ ベ ル 全 て が 達 成 さ れ
る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 第 ６ 番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る の に 図 ３ の レ ベ ル が い か に 用
い ら れ る か を 示 す 。 こ の 場 合 、 ピ ク セ ル は 第 １ の 相 で は 第 ６ 番 目 の レ ベ ル に 駆 動 さ れ 、 第
２ の 相 で は オ フ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ は 、 第 ５ ０ 番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る の に 図 ３ の レ ベ ル が い か に
用 い ら れ る か を 示 す 。 こ の 場 合 、 ピ ク セ ル は 第 １ の 相 で は 第 ２ 番 目 の レ ベ ル に 駆 動 さ れ 、
第 ２ の 相 で は 第 ６ 番 目 の レ ベ ル に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 駆 動 方 式 の 異 な っ た 相 の 可 能 な 駆 動 レ ベ ル を 示 す 。 こ
の 実 施 例 で は 、 第 １ の 相 ３ ０ に お い て ピ ク セ ル が 駆 動 さ れ る レ ベ ル ３ １ は 、 最 も 低 い 方 の
ｎ 個 の 輝 度 レ ベ ル を 提 供 す る が 、 第 ２ の 相 ３ ２ は 、 残 り の 輝 度 レ ベ ル を （ 単 独 で ） 提 供 す
る た め の 、 異 な っ た よ り 大 き い 数 の 駆 動 電 流 レ ベ ル ３ ４ を 用 い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 第 １ の 相 は 、 再 び 、 最 も 低 い 方 の ８ 個 の レ ベ ル （ ゼ ロ を 含 む ） を 提 供 す る た め
の ８ 個 の レ ベ ル を 持 つ こ と が で き 、 第 ８ 番 目 か ら 第 ６ ３ 番 目 の レ ベ ル は 、 第 ２ の 相 で ピ ク
セ ル を ５ ６ 個 の 異 な っ た レ ベ ル ３ ４ の う ち の １ つ に 駆 動 す る こ と に よ り 提 供 さ れ る こ と が
で き る 。 こ の 目 的 の た め 、 第 ２ の 相 は 再 び 第 １ の 相 の ８ 倍 長 い 。 最 高 レ ベ ル （ ６ ３ ） を 提
供 す る た め に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 相 に お け る ピ ー ク 駆 動 電 流 は よ り 高 く 、 こ の た
め 平 均 電 流 は 、 第 １ の 相 が オ フ に さ れ る に も か か わ ら ず 第 １ の 相 ３ ０ に お け る ピ ー ク 駆 動
電 流 に 等 し い 。 第 ２ の 相 に お け る ピ ー ク 電 流 は （ 正 規 化 ス ケ ー ル を 用 い て ） 、 ６ ３ ／ ８ （
７ ． ８ ７ ５ ） で あ る こ と を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 第 ６ 番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る た め に 図 ６ の レ ベ ル が い か に
用 い ら れ る か を 示 す 。 こ れ は 、 第 １ の 位 相 ３ ０ の み を 用 い て 達 成 さ れ る 。 図 ８ は 、 第 ５ ０
番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る た め に 図 ３ の レ ベ ル が い か に 用 い ら れ る か を
示 す 。 こ の 場 合 、 第 ２ の 相 の み が 用 い ら れ 、 ５ ０ ／ ８ の レ ベ ル ま で 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 し た よ う に 、 本 発 明 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 移 動 電 話 等 の 携 帯 型 装 置 に お い て 用 い
ら れ て も よ い 。 図 ９ は 、 本 発 明 の デ ィ ス プ レ イ ４ ２ を 組 み 込 ん だ 移 動 電 話 ４ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 し た ピ ク セ ル 回 路 は 、 本 発 明 に よ っ て 改 良 可 能 な ピ ク セ ル 構 造 の 例 に 過 ぎ な い 。 特
に 、 本 発 明 の 教 示 を 用 い て 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 固 定 の 電 圧 を 供 給 す る た め の あ ら ゆ
る ピ ク セ ル デ ザ イ ン が 、 最 小 駆 動 電 流 を 増 加 す る た め に 改 善 さ れ る こ と が で き る 。 こ れ は
、 駆 動 レ ベ ル の 数 の 低 減 を 伴 っ て も よ い し 、 又 は 、 こ れ は 所 望 で は な い か も し れ な い 。 細
か い 間 隔 の 電 圧 駆 動 レ ベ ル を 提 供 す る た め に 必 要 な ド ラ イ バ 回 路 は 、 容 易 に 入 手 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ２ つ の 相 を 持 ち 、 第 １ の 相 に ７ 個 の 電 圧 レ ベ ル を 持 つ 具 体 例 が 、 上 記 で 与 え ら れ た 。 し
か し 、 持 続 期 間 が 指 数 関 数 的 に ス ケ ー リ ン グ す る （ 例 え ば １ ： ４ ： １ ６ … 又 は １ ： ３ ： ９
… ） ２ つ を 超 え る 相 が あ っ て も よ い 。 そ の よ う な 場 合 、 レ ベ ル の 数 は 、 こ れ に 従 っ て 、 ス
ケ ー リ ン グ す る 。 第 １ の 相 の レ ベ ル の 数 が 減 少 す る ほ ど 、 最 高 駆 動 電 流 と 最 低 駆 動 電 流 と
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の 間 の 差 が 小 さ く な り 、 こ れ に よ り 不 均 一 効 果 を 低 減 さ せ る 。 し か し 、 実 質 的 に ア ナ ロ グ
な 駆 動 方 式 は 維 持 さ れ る の で 、 複 数 レ ベ ル （ 例 え ば ６ ビ ッ ト ） の 解 像 度 が 容 易 に 得 ら れ る
。 上 記 の 例 に お い て 、 最 も 低 い 駆 動 電 流 は 、 ピ ー ク 駆 動 電 流 の １ ／ ７ （ 図 ３ ） 及 び １ ／ ７
． ８ ７ ５ （ 図 ６ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 開 示 を 読 む こ と に よ っ て 、 当 業 者 に は 他 の 変 形 例 が 明 ら か に な る で あ ろ う 。 こ の よ う
な 変 形 例 は 、 マ ト リ ク ス エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ 及 び そ の 部 品 の 分 野 に お い
て 既 に 知 ら れ て お り 、 既 に こ こ で 説 明 さ れ た 特 徴 の 代 わ り に 又 は こ れ に 加 え て 用 い ら れ る
こ と が で き る 特 徴 を 伴 っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 従 来 型 の Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の レ イ ア ウ ト を 示 す 。
【 図 ２ 】 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ ピ ク セ ル を 電 流 に よ り ア ド レ ス す る た め の 既 知 の ピ ク セ ル 回 路
の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 駆 動 方 式 の 異 な っ た 相 に お け る 可 能 な 駆 動 レ ベ ル を 示 す
。
【 図 ４ 】 第 ６ 番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る の に 図 ３ の レ ベ ル が い か に 用 い
ら れ る か を 示 す 。
【 図 ５ 】 第 ５ ０ 番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る た め に 図 ３ の レ ベ ル が い か に
用 い ら れ る か を 示 す 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 駆 動 方 式 の 異 な っ た 相 の 可 能 な 駆 動 レ ベ ル を 示 す 。
【 図 ７ 】 第 ６ 番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る た め に 図 ６ の レ ベ ル が い か に 用
い ら れ る か を 示 す 。
【 図 ８ 】 第 ５ ０ 番 目 の 輝 度 レ ベ ル の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る た め に 図 ３ の レ ベ ル が い か に
用 い ら れ る か を 示 す 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の デ ィ ス プ レ イ ４ ２ を 組 み 込 ん だ 移 動 電 話 ４ ０ を 示 す 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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CPC分类号 G09G3/2022 G09G3/2081 G09G3/3225 G09G2320/0233

FI分类号 G09G3/30.J G09G3/20.611.A G09G3/20.611.H G09G3/20.624.B G09G3/20.641.D G09G3/20.641.E 
G09G3/20.641.K G09G3/20.642.A G09G3/20.680.S H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/GA00 3K007/GA04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080
/DD05 5C080/DD08 5C080/DD26 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/HH09 5C080/JJ04 5C080/JJ06 
5C080/KK07

代理人(译) 宫崎明彦

优先权 2002018172 2002-08-06 GB

外部链接 Espacenet

摘要(译)

电致发光（EL）显示装置具有电流驱动的像素，并且在每个帧周期中可
以以至少两个相位操作。在一个阶段中，第一组多个（31）模拟驱动电
流中的一个可以通过EL显示元件。在另一个较长的相位中，可以使第二
组多个（33）模拟驱动电流中的一个与EL显示元件独立通信。该设备将
时间对比度方法与模拟驱动方案相结合。较短的相位可以提供较高的分
辨率（较小的）增量，而较长的相位可以提供较低的分辨率（较大的）
增量。低亮度输出可以通过较短的持续时间内的较高驱动电流来实现，
这降低了像素输出的不均匀性。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7adb4d96-4cb3-435c-b5c0-962c78401480
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/009941772/publication/JP2005534991A?q=JP2005534991A

